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井
上
靖
「
楊
貴
妃
伝
」
論

―
典
拠
と
宦
官
・
高
力
士
の
役
割
―

蘇　
　
　
　
　

洋

は
じ
め
に

　
「
楊
貴
妃
伝
」
は
昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭
和
四
十
年
ま
で
『
婦
人
公
論
』

に
連
載
さ
れ
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
に
は
単
行
本
が
刊
行
さ

れ
た
。
こ
の
作
品
は
、
開
元
二
十
八
年
（
西
紀
七
四
〇
年
）
に
楊
貴
妃
が

玄
宗
皇
帝
に
召
さ
れ
て
温
泉
宮
に
赴
い
た
時
か
ら
、
天
宝
十
五
年
（
七
五

六
年
）
に
縊
ら
れ
る
ま
で
の
十
七
年
間
の
こ
と
を
編
年
体
で
綴
っ
て
い
る
。

　

楊
玉
環
は
玄
宗
に
召
さ
れ
た
後
、
玄
宗
の
寵
愛
を
一
身
に
受
け
て
、
楊

貴
妃
に
な
っ
た
。
楊
貴
妃
に
よ
っ
て
、
楊
家
一
門
の
者
た
ち
は
大
き
く
昇

進
し
、
栄
華
を
極
め
た
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
天
宝
十
四
年
十
一
月
、

安
禄
山
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
。
楊
貴
妃
は
玄
宗
と
共
に
蜀
へ
落
ち
の
び
た

際
、
高
力
士
に
よ
り
、
馬
嵬
駅
で
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
古
代
の
宮
廷
で
は
、
皇
帝
お
よ
び
妃
た
ち
の
生
活
に
関
す
る
諸

事
務
は
宦
官
が
担
当
し
て
い
た
。
大
野
実
之
助
は
宦
官
の
意
味
に
つ
い
て
、

「
宦
官
と
い
う
の
は
、
男
性
の
機
能
を
失
っ
た
い
わ
ゆ
る
閹
人
が
任
ぜ
ら
れ

た
官
人
で
、
禁
中
の
宮
人
た
ち
の
簿
籍
・
疾
病
・
門
衛
な
ど
の
諸
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
職
責
を
も
っ
て
い
た）

1
（

。」
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
宦
官
の
中

で
、
一
番
偉
い
人
は
、
皇
帝
の
側
近
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。

　

中
国
の
唐
時
代
の
宦
官
制
度
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
の
列
伝
第
百
三

十
二
「
宦
官
上
」
の
は
じ
め
に
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

太
宗
詔
内
侍
省
不
立
三
品
官
、
以
内
侍
為
之
長
、
階
第
四
、
不
任

以
事
、
惟
門
閣
守
禦
、
廷
内
掃
除
、
稟
食
而
已
。
武
后
時
、
稍
増
其

人
。
至
中
宗
、
黄
衣
乃
二
千
員
、
七
品
以
上
員
外
置
千
員
、
然
衣
朱

紫
者
尚
少
。
玄
宗
承
平
、
財
用
富
足
、
志
大
事
奢
、
不
愛
惜
賞
賜
爵
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位
。
開
元
、
天
寶
中
、
宮
嬪
大
率
至
四
萬
、
宦
官
黄
衣
以
上
三
千
員
、

衣
朱
紫
千
餘
人
。
其
稱
旨
者
輒
拜
三
品
将
軍
、
列
戟
于
門
。
其
在
殿

頭
供
奉
、
委
任
華
重
、
持
節
傳
命
、
光
焔
殷
殷
動
四
方）

2
（

。

　

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
太
宗
の
時
代
に
は
、
内
侍
省
に
三
品
の
位
を
お

か
ず
、
そ
の
長
官
内
侍
も
位
は
四
品
に
止
め
ら
れ
て
い
た
。
内
官
は
政
治

上
の
実
権
を
持
た
ず
、
宮
門
の
守
禦
や
、
宮
廷
の
掃
除
な
ど
を
つ
か
さ
ど

る
だ
け
で
あ
っ
た
。
則
天
武
后
の
時
代
に
な
っ
て
、
内
侍
官
の
数
を
増
加

し
、
さ
ら
に
、
中
宗
の
時
代
に
は
、
七
品
以
上
の
内
侍
官
が
二
千
人
に
達

し
た
が
、
朱
紫
の
衣
（
古
代
高
官
の
服
を
指
す
）
を
着
け
る
者
は
少
な
か

っ
た
。
し
か
し
玄
宗
の
時
代
と
な
っ
て
か
ら
は
、
内
侍
官
を
重
視
し
、
朱

紫
の
衣
を
着
け
る
者
が
千
人
以
上
に
達
し
た
。
玄
宗
の
意
に
か
な
う
者
に

は
、
三
品
の
将
軍
を
授
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

玄
宗
時
代
に
、
宦
官
の
地
位
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宦
官

は
皇
帝
の
従
僕
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
宮
廷
の
高
官
で
も
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

さ
て
、
玄
宗
の
側
近
に
仕
え
た
宦
官
の
一
人
と
し
て
、
高
力
士
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る）

3
（

。
高
力
士
は
、
玄
宗
皇
帝
時
代
の
宦
官
と
し
て
絶
大
な

力
を
持
っ
て
い
っ
た
。
井
上
靖
は
、
こ
れ
ら
宦
官
の
勢
力
が
強
ま
っ
た
中

国
の
様
相
を
正
確
に
把
握
し
、「
楊
貴
妃
伝
」
で
も
、
楊
貴
妃
の
辿
る
運
命

の
鍵
を
握
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
高
力
士
を
描
い
た
。
高
力
士
は
玄
宗

皇
帝
の
影
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
最
後
に
玄
宗

が
蜀
へ
避
難
す
る
途
中
、
玄
宗
の
命
を
受
け
、
馬
嵬
に
お
い
て
楊
貴
妃
を

殺
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
玄
宗
、
楊
貴
妃
の
両
者
は
高
力
士
と
深
い
関
わ

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
作
品
中
で
も
活
写
さ
れ
て
い
る
。
高
力
士
に
つ
い

て
早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
秋
岡
康
晴
は
「
玄
宗
に
影
の
よ
う
に
寄
り
添

う
高
力
士
は
語
り
手
的
役
割
を
演
じ
、
時
代
の
推
移
を
見
守
る
黒
幕
で
も

あ
る）

4
（

。」
と
述
べ
、「
楊
貴
妃
伝
」
で
の
高
力
士
の
役
割
に
つ
い
て
指
摘
し

た
。
し
か
し
、
秋
岡
は
、
作
品
中
で
高
力
士
が
果
た
し
た
役
割
の
詳
細
な

分
析
や
高
力
士
を
描
く
た
め
に
井
上
が
使
用
し
た
中
国
の
文
献
、
す
な
わ

ち
典
拠
な
ど
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
高
力
士
に
関
す
る
史
料
を
あ
げ
、

「
楊
貴
妃
伝
」
と
の
共
通
点
や
、
井
上
が
創
作
し
た
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
井
上
の
創
作
し
た
部
分
に
着
目
し
、
高
力
士
が
楊
貴
妃
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

楊
貴
妃
像
が
描
き
尽
く
さ
れ
た
の
か
を
論
究
し
て
い
き
た
い
。

一
、
高
力
士
に
関
す
る
歴
史
的
な
評
価

　

ま
ず
は
、「
楊
貴
妃
伝
」
を
考
察
す
る
前
に
、
中
国
の
歴
史
資
料
お
よ
び
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日
本
の
研
究
書
を
と
り
あ
げ
、
一
般
的
に
、
高
力
士
に
関
す
る
評
価
が
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
高
力
士
の

碑
文
は
『
金
石
萃
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
碑
文
の
一
部
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

卿
宰
臣
、
因
以
決
事
、
中
立
而
不
倚
、
得
君
而
不
驕
、
順
而
不
諛
、

諫
而
不
犯）

5
（

。

　

こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
高
力
士
は
政
治
生
活
で
は
、
中
立
の
立
場
を
と

り
、
う
ぬ
ぼ
れ
が
な
く
、
こ
び
へ
つ
ら
わ
な
い
人
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　

ま
た
、『
新
唐
書
』
で
は
、
高
力
士
に
対
す
る
呼
称
は
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

粛
宗
在
東
宮　

兄
事
力
士　

它
王　

公
主
呼
為
翁　

戚
里
諸
家
尊
曰

爺　

帝
或
不
名
而
呼
将
軍）

6
（

　

す
な
わ
ち
皇
太
子
は
「
兄
」
と
い
う
呼
称
で
高
力
士
を
呼
ん
で
い
た
。

皇
太
子
以
外
の
諸
王
と
か
、
公
主
と
か
、
高
力
士
の
こ
と
を
「
翁
」
と
呼

ん
だ
。
皇
帝
の
親
戚
は
高
力
士
を
「
爺
」
と
称
し
た
。
玄
宗
皇
帝
は
時
に

は
高
力
士
を
「
将
軍
」
と
い
う
呼
称
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宮
廷
の
人
々
が
つ
か
っ
た
高
力
士
に
対
す
る
呼
称
を
通
し
て
、
高
力
士

は
宮
廷
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、『
新
唐
書
』
の
中
で
は
、
高
力
士
の
最
期
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

代
宗
以
護
衛
先
帝
労　

還
其
官　

贈
揚
州
大
都
督　

陪
葬
泰
陵）

7
（

　

高
力
士
が
亡
く
な
っ
た
後
、
当
時
の
皇
帝
代
宗
は
高
力
士
が
先
帝
に
忠

勤
し
た
こ
と
を
評
価
し
、「
揚
州
大
都
督
」
と
い
う
官
位
を
贈
っ
た
。
さ
ら

に
、
玄
宗
の
墓
の
そ
ば
に
高
力
士
を
葬
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
資

料
だ
け
で
は
な
く
、
大
野
実
之
助
『
楊
貴
妃
』
の
中
に
は
、
高
力
士
を
評

価
し
た
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

玄
宗
の
開
元
・
天
宝
両
年
代
数
十
年
の
久
し
き
に
わ
た
っ
て
、
帝

の
側
近
に
親
し
く
奉
仕
し
、
終
始
一
貫
忠
誠
の
心
を
尽
く
し
、
特
に

天
宝
末
期
の
騒
乱
に
際
し
て
も
、
は
る
ば
る
遠
く
蜀
の
成
都
に
従
幸

し
て
粉
骨
砕
心
し
た
の
は
、
同
じ
く
宦
官
で
あ
っ
た
袁
思
藝
が
途
中

か
ら
逃
亡
し
た
の
と
は
全
く
異
な
る
。
袁
思
藝
が
誠
意
に
乏
し
い
軽

薄
の
徒
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
高
力
士
は
忠
誠
の
心
に
旺
盛
な
、
ま

こ
と
に
善
良
な
人
物
で
あ
っ
た
と
称
揚
す
る
に
足
る
。
彼
は
玄
宗
皇
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帝
が
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
忠
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
じ
る
ま
で
も

な
い）

8
（

。 （
傍
線
は
論
者
に
よ
る
、
以
下
同
）

　

大
野
は
「
力
士
は
忠
誠
の
心
に
旺
盛
な
、
ま
こ
と
に
善
良
な
人
物
で
あ

っ
た
と
称
揚
す
る
に
足
る
。
彼
は
玄
宗
皇
帝
が
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
忠

臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
大

野
の
書
は
、『
新
唐
書
』
な
ど
の
中
国
の
文
献
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
記
述

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宦
官
・
高
力
士
は
玄
宗
皇
帝
に
忠
誠
を
尽
く
し
、

玄
宗
が
最
も
信
頼
す
る
人
物
で
あ
り
、
宮
廷
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
お
よ
び
日
本
で
は
、
高
力
士
は
玄

宗
に
対
す
る
忠
臣
と
し
て
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
井
上
が
使
っ
た
高
力
士
に
関
す
る
史
料

　

こ
こ
ま
で
、
中
国
の
歴
史
資
料
お
よ
び
日
本
の
研
究
書
の
中
で
、
一
般

的
な
高
力
士
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
記
し
た
。
本
章
で
は
、
井
上
が
使

っ
た
高
力
士
に
関
す
る
史
料
に
注
目
す
る
。
高
力
士
に
関
す
る
史
料
と
「
楊

貴
妃
伝
」
を
比
較
し
、
玄
宗
と
高
力
士
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
井
上
靖
は
「
楊
貴
妃
伝
」
を
創
作
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

史
料
を
参
考
に
し
た
の
か
を
「『
楊
貴
妃
伝
』
の
作
者
と
し
て
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

小
説
の
内
容
は
「
旧
唐
書
」、「
新
唐
書
」、「
資
治
通
鑑
」
等
の
史

書
の
記
述
を
骨
子
に
し
て
い
る
が
、
白
居
易
、
杜
甫
等
の
唐
代
詩
文

か
ら
も
そ
の
材
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、「
長
恨
歌
伝
」、「
楊
太
真
外
伝
」、「
梅
妃
伝
」、「
開
元
天
宝

遺
事
」、「
安
禄
山
事
蹟
」
等
の
唐
宋
代
の
伝
記
の
類
も
一
応
参
照
し

て
い
る
が
、
史
書
の
記
述
か
ら
離
れ
て
い
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
こ

れ
を
避
け
る
態
度
を
と
っ
て
い
る）

9
（

。

　

高
力
士
に
関
す
る
史
料
を
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
、
井
上
は
『
旧
唐
書
』、

『
新
唐
書
』、『
資
治
通
鑑
』
な
ど
の
唐
宋
の
史
書
を
参
照
し
た
こ
と
が
分
か

る
。

　
『
新
唐
書
』
で
は
、
高
力
士
と
い
う
人
物
を
紹
介
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

高
力
士　

馮

曾
孫
也　

聖
暦
初　

嶺
南
討
撃
使
李
千
里
上
二
閹

兒　

曰
金
剛　

曰
力
士　

武
后
以
其
彊
悟　

敕
給
事
左
右　

坐
累
逐

出
之　

中
人
高
延
福
養
為
子　

故
冒
其
姓　

善
武
三
思　

歳
餘　

復

得
入
禁
中　

稟
食
司
宮
臺）
10
（
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翻
訳　

高
力
士
は
馮

の
曽
孫
で
あ
っ
た
。
聖
暦
の
初
め
、
嶺
南
討
撃
使

李
千
里
の
推
薦
を
得
、
閹
兒
と
し
て
金
剛
と
と
も
に
宮
中
に
出
仕
し

た
。
高
力
士
が
聡
明
叡
智
な
為
、
則
天
武
后
に
認
め
ら
れ
、
則
天
武

后
の
左
右
に
仕
え
て
い
た
。
高
力
士
が
他
人
か
ら
巻
き
添
え
を
食
わ

さ
れ
、
一
時
宮
廷
か
ら
放
逐
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
年
あ
ま
り
の
歳

月
が
経
過
す
る
と
、
高
力
士
が
高
延
福
の
養
子
と
し
て
再
び
禁
中
に

入
り
、
司
宮
台
に
属
し
た
の
で
あ
る
。

　

井
上
は
『
新
唐
書
』
を
参
考
に
し
、「
楊
貴
妃
伝
」
に
は
、
以
下
の
よ
う

に
描
い
た
。

　

高
力
士
は
嗣
聖
元
年
（
西
紀
六
八
四
年
）、
藩
州
（
広
東
省
の
一

部
）
に
生
れ
、
玄
宗
よ
り
一
歳
年
長
だ
っ
た
。
本
姓
は
馮
、
母
は
麦

氏
、
高
延
福
な
る
人
物
に
養
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
高
氏
を
称
す
る
に

到
っ
た
と
言
う
。
聖
暦
の
初
め
（
西
紀
六
九
八
年
頃
）
に
嶺
南
討
撃

使
よ
り
閹
児
（
去
勢
さ
れ
た
児
）
と
し
て
献
じ
ら
れ
、
禁
中
に
は
い

り
、
長
じ
て
武
后
に
仕
え
、
司
宮
台
（
内
侍
省
）
に
於
て
后
妃
の
館

の
出
入
を
掌
る
吏
と
な
っ
た
。
玄
宗
の
代
に
な
る
や
、
忽
ち
に
し
て

玄
宗
の
信
任
を
得
、
形
影
相
伴
う
ご
と
く
、
そ
の
傍
よ
り
離
れ
ず
し

て
今
日
に
到
っ
て
い
た
。（
二
）

　

先
に
挙
げ
た
『
新
唐
書
』
で
の
高
力
士
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
書
か
れ

た
部
分
と
比
較
す
る
と
、
高
力
士
の
名
前
の
来
歴
お
よ
び
宦
官
に
な
る
過

程
な
ど
、
史
料
と
共
通
し
た
記
述
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
井
上

は
高
力
士
が
宮
廷
か
ら
放
逐
さ
れ
た
こ
と
は
、「
楊
貴
妃
伝
」
で
は
使
わ
な

か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
、「
玄
宗
の
代
に
な
る
や
、
忽
ち
に
し
て
玄
宗
の

信
任
を
得
、
形
影
相
伴
う
ご
と
く
、
そ
の
傍
よ
り
離
れ
ず
」
と
い
う
よ
う

に
、
高
力
士
が
玄
宗
に
信
任
を
得
た
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

高
力
士
と
玄
宗
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
資
治
通
鑑
』
の
中
で
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

高
力
士
、
尤
も
上
の
寵
信
す
る
所
と
為
る
。
嘗
て
曰
は
く
、『
力

士
・
上
直
す
れ
ば
、
吾
寝
ぬ
る
こ
と
則
ち
安
し
』
と
。
故
に
力
士
多

く
禁
中
に
留
ま
り
、
外
第
に
至
る
こ
と
稀
な
り）
11
（

。

　

玄
宗
は
「
力
士
・
上
直
す
れ
ば
、
吾
寝
ぬ
る
こ
と
則
ち
安
し
」
と
語
っ

た
。
井
上
は
こ
の
史
料
を
参
照
し
た
う
え
で
、
玄
宗
が
深
夜
に
怯
え
た
言

葉
を
創
作
し
た
。
井
上
が
作
中
で
創
作
し
た
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
。

「
老
爺
は
居
ら
ぬ
か
。
高
力
士
は
居
ら
ぬ
か
。
老
爺
を
呼
べ
、
高
力
士

を
呼
べ
」
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玄
宗
は
寝
台
の
上
に
半
身
を
起
し
て
い
る
。（
中
略
）

　

権
力
者
は
疲
れ
が
出
た
の
か
、
寝
台
に
横
た
わ
る
と
、
す
ぐ
眠
り

に
は
い
っ
た
。
い
か
に
も
高
力
士
が
同
じ
宮
殿
の
内
部
に
泊
っ
て
い

る
こ
と
を
確
め
て
、
そ
れ
で
安
心
し
た
と
い
っ
た
た
わ
い
な
さ
が
あ

っ
た
。（
一
）

　
『
資
治
通
鑑
』
で
は
、
玄
宗
の
「
力
士
・
上
直
す
れ
ば
、
吾
寝
ぬ
る
こ
と

則
ち
安
し
」
と
い
う
短
い
言
葉
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
井
上
は
こ
の
史

料
に
基
づ
き
、
玄
宗
が
た
び
た
び
深
夜
に
驚
い
て
悪
夢
か
ら
覚
め
て
、
高

力
士
の
名
を
呼
ぶ
場
面
を
描
出
し
た
。
こ
の
描
写
に
は
、
玄
宗
の
孤
独
な

権
力
者
と
し
て
の
姿
が
表
現
さ
れ
、
史
料
よ
り
は
、
玄
宗
の
心
理
も
深
く

掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

高
力
士
は
玄
宗
に
と
っ
て
、
信
用
で
き
る
人
で
あ
っ
た
。
玄
宗
は
朝
廷

の
政
事
に
つ
い
て
常
に
高
力
士
の
意
見
を
聞
い
た
。
次
に
、
玄
宗
と
高
力

士
の
政
治
に
関
す
る
二
つ
の
会
話
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ま
ず
は
一
つ
目

で
あ
る
。
玄
宗
は
年
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
政
務
は
宰
相
に
任
せ
、

軍
事
を
将
軍
に
任
せ
て
い
た
。
高
力
士
は
、
こ
の
玄
宗
の
方
針
に
対
し
て
、

危
惧
さ
れ
る
こ
と
を
堂
々
と
伝
え
た
。
中
国
の
史
料
『
新
唐
書
』
の
「
列

伝
第
百
三
十
二　

宦
者
上
」
で
は
、
玄
宗
と
高
力
士
の
会
話
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

帝
嘗
曰　

朕
春
秋
高　

朝
廷
細
務
付
宰
相　

藩
夷
不
龔
付
諸
将　

寧
不
暇
邪　

對
曰　

臣
間
至
閤
門　

見
奏
事
者　

言
雲
南
数
喪
師　

又
北
兵
悍
且
彊　

陛
下
何
以
制
之　

臣
恐
禍
成
不
可
禁）
12
（

翻
訳　

玄
宗
は
「
朕
は
、
も
う
年
で
あ
る
。
朝
廷
の
政
務
を
宰
相
に
任
せ
、

藩
夷
の
軍
事
は
諸
将
に
任
せ
て
か
ら
、
朕
は
暇
に
な
っ
た
。」
と
高
力

士
に
語
っ
た
。

　

高
力
士
は
、「
臣
が
た
ま
た
ま
閤
門
に
行
っ
て
、
奏
事
者
か
ら
聞
い

た
が
、
雲
南
の
作
戦
で
は
屡
々
兵
団
を
喪
失
し
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、

辺
境
の
将
軍
は
精
強
な
兵
士
を
擁
し
て
い
た
。
陛
下
は
何
を
も
っ
て

こ
れ
を
制
す
る
の
か
。
臣
は
禍
が
起
き
た
ら
、
止
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
恐
れ
て
い
た
。」
と
答
え
た
。

「
楊
貴
妃
伝
」
に
も
同
じ
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

　

あ
る
日
、
玄
宗
は
高
力
士
に
言
っ
た
。

「
余
は
い
ま
老
い
た
。
朝
事
は
こ
れ
を
宰
相
に
任
せ
、
辺
境
の
軍
事
は

す
べ
て
諸
将
に
任
せ
て
い
る
。
幸
い
に
憂
う
る
こ
と
は
な
い
」

　

す
る
と
、
高
力
士
は
言
っ
た
。（
中
略
）

「
臣
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。
雲
南
の
作
戦
で
は
屢
々
兵
団
を
喪
っ
て
お
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り
ま
す
。
ま
た
辺
境
の
武
将
た
ち
は
兵
を
擁
し
て
勢
甚
だ
盛
ん
な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
陛
下
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
を
お
制
し
に

な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
い
っ
た
ん
禍
を
発
し
た
場
合
、
収
拾

つ
か
ぬ
状
態
に
な
る
こ
と
を
、
高
力
士
は
恐
れ
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
し
て
憂
う
る
こ
と
が
な
い
と
申
せ
ま
し
ょ
う
」（
六
）

　

前
述
し
た
『
新
唐
書
』
の
中
で
記
さ
れ
た
会
話
と
「
楊
貴
妃
伝
」
で
の

記
述
を
比
較
す
る
と
、
玄
宗
と
高
力
士
の
会
話
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
じ
だ
と

判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
井
上
は
『
新
唐
書
』
の
「
列
伝
第
百
三

十
二　

宦
者
上
」
の
中
か
ら
、
高
力
士
に
関
す
る
箇
所
を
と
り
あ
げ
、
玄

宗
と
高
力
士
の
会
話
を
描
き
出
し
た
の
だ
と
分
か
っ
た
。

　

次
に
二
つ
目
の
会
話
を
説
明
す
る
。
玄
宗
は
年
を
と
り
、
政
務
に
倦
怠

感
を
お
ぼ
え
た
。
そ
こ
で
、
朝
廷
の
こ
と
は
す
べ
て
宰
相
・
楊
国
忠
に
任

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
高
力
士
が
玄
宗
に
語
っ
た
箇
所

が
『
新
唐
書
』
の
「
列
伝
第
百
三
十
二　

宦
者
上
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　

力
士
曰　

自
陛
下
以
権
假
宰
相　

法
令
不
行　

陰
陽
失
度　

天
下

事
庸
可
復
安　

臣
之
鉗
口
其
時
也）
13
（

翻
訳　

高
力
士
は
「
陛
下
は
権
力
を
宰
相
に
仮
し
て
か
ら
、
法
令
も
行
わ

れ
ず
、
陰
陽
は
度
を
失
っ
た
。
天
下
は
安
定
し
難
い
が
、
臣
は
敢
え

て
言
わ
ざ
る
。」
と
言
っ
た
。

　

作
中
で
は
、『
新
唐
書
』
と
よ
く
似
た
会
話
が
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。高

力
士
は
言
っ
た
。

「
陛
下
が
権
を
宰
相
に
お
与
え
に
な
っ
て
か
ら
、
賞
罰
は
公
平
で
な

く
、
陰
陽
は
度
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
な
り
ま
し
て
は
、

高
力
士
も
ど
う
し
た
ら
い
い
か
判
り
ま
せ
ん
」

　

こ
れ
に
対
し
て
、
玄
宗
は
こ
の
時
も
、

「
判
っ
て
い
る
」

　

と
だ
け
答
え
た
。（
六
）

　

宰
相
・
楊
国
忠
に
政
治
の
実
権
を
握
ら
せ
る
こ
と
に
、
高
力
士
が
警
戒

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、『
新
唐
書
』
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
井
上
は
、

こ
の
史
料
に
忠
実
に
従
い
、「
楊
貴
妃
伝
」
の
中
で
、
高
力
士
の
諫
言
を
描

い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
玄
宗
と
高
力
士
の
政
治
に
関
す
る
二
つ
の
会
話
か
ら
、
高
力
士
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は
政
治
の
こ
と
を
客
観
的
に
分
析
で
き
、
玄
宗
を
守
る
立
場
に
立
っ
て
い

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
会
話
は
、
高
力
士
が
玄
宗
に
い
か
に

信
頼
さ
れ
て
い
た
か
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

井
上
は
中
国
の
史
料
を
ほ
ぼ
忠
実
に
引
用
し
、
玄
宗
と
高
力
士
の
関
係

に
つ
い
て
描
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
作
中
で
は
、
一
章
に
挙
げ
た
歴

史
的
評
価
と
同
じ
よ
う
に
、
高
力
士
は
玄
宗
に
と
っ
て
、
信
頼
で
き
る
人

で
あ
り
、
相
談
役
と
な
り
、
終
始
玄
宗
に
忠
誠
の
心
を
尽
く
し
た
人
物
と

し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
井
上
が
創
作
し
た
高
力
士
と
楊
貴
妃

　

こ
こ
ま
で
、
高
力
士
と
玄
宗
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
作
中
で
は
、

高
力
士
は
楊
貴
妃
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国

の
歴
史
文
献
に
は
、
楊
貴
妃
と
高
力
士
の
関
係
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
作
中
の
楊
貴
妃
と
高
力
士
の
関
係
は
、
井
上
の

創
作
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、「
楊
貴
妃
伝
」
の
中
で
の
楊
貴
妃
と

高
力
士
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　

楊
玉
環
は
後
宮
に
入
っ
た
後
、
宦
官
・
高
力
士
が
「
玄
宗
の
一
部
」
と

し
て
の
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
、
自
分
を
守
る
た
め

に
、
高
力
士
に
近
づ
く
よ
う
考
え
た
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

妃
と
な
る
と
同
時
に
、
敵
は
多
く
な
る
筈
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
玉

環
は
、
今
ま
で
即
か
ず
離
れ
ず
と
い
っ
た
関
係
を
持
し
て
い
た
宦
者

高
力
士
に
対
し
て
、
急
速
に
近
づ
い
て
行
く
態
度
を
と
っ
た
。

　

玉
環
に
は
自
分
の
周
囲
の
人
物
で
高
力
士
が
一
番
厄
介
な
存
在
に

見
え
た
。
玄
宗
の
心
に
喰
い
入
っ
て
い
る
所
謂
寵
臣
な
る
も
の
は
何

人
か
あ
っ
た
が
、
高
力
士
の
場
合
寵
臣
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
玄
宗
と
の
関
係
は
も
っ
と
緊
密
で
、
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。

少
し
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
玄
宗
の
一
部
と
す
ら
言
っ
て
よ
か
っ
た
。

（
二
）

　

楊
玉
環
は
「
妃
と
な
る
と
同
時
に
、
敵
は
多
く
な
る
筈
で
あ
っ
た
」
こ

と
を
自
覚
す
る
。
だ
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に
、
高
力
士
の
力
に
頼
る
べ

き
だ
と
信
じ
て
い
た
。
玉
環
は
玄
宗
に
召
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
た
っ
た
あ

る
日
、
は
じ
め
て
高
力
士
と
二
人
だ
け
で
晩
餐
を
し
た
。
そ
の
と
き
、
楊

玉
環
は
、
高
力
士
に
自
分
の
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
作
中
で
は
、

こ
の
場
面
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

天
宝
と
改
元
し
た
年
の
五
月
、
玉
環
は
初
め
て
、
高
力
士
を
己
が
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館
に
招
じ
て
、
晩
餐
を
共
に
し
た
。（
中
略
）

「
玉
環
も
帝
に
召
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
の
歳
月
を
過
し
ま
し
て
、
後
宮

の
女
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
も
一
応
判
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
今
日
、
お
越
し
を
戴
い
て
、
改
め
て
玉
環
に
つ
い
て
お
力
に

な
っ
て
戴
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

と
言
っ
た
。
す
る
と
、

「
妃
さ
ま
に
お
言
葉
を
か
け
て
戴
い
て
、
高
力
士
身
に
余
る
倖
せ
で
ご

ざ
い
ま
す
」

　

高
力
士
は
言
っ
た
。
高
力
士
は
い
つ
も
玉
環
の
こ
と
を
〝
妃
さ
ま
〞

と
呼
ん
で
い
た
。

「
高
力
士
こ
そ
、
妃
さ
ま
に
お
力
に
な
っ
て
戴
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
今
日
、
お
声
が
か
か
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
悦

ば
し
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」（
二
）

　
「
お
力
に
な
っ
て
戴
く
」
と
い
う
楊
玉
環
の
希
望
を
、
高
力
士
は
は
っ
き

り
と
承
諾
し
た
。
こ
の
楊
玉
環
と
高
力
士
の
会
話
は
、
お
互
い
に
心
意
が

通
じ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
こ
の
会
話
は
全
く
史
料
の
中
で
は
記
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
井
上
の
創
作
箇
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作

中
で
の
高
力
士
が
楊
貴
妃
の
味
方
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
、
後
に
楊
貴

妃
に
降
り
か
か
る
災
難
の
伏
線
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

作
中
で
は
、
高
力
士
が
ど
ん
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

玉
環
は
高
力
士
に
急
速
に
結
び
つ
い
て
行
っ
た
。
人
の
噂
で
は
高

力
士
は
こ
れ
ま
で
梅
妃
と
親
し
く
し
て
、
何
事
に
依
ら
ず
そ
の
相
談

相
手
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
玉
環
は
そ
の
こ
と

に
は
一
言
も
触
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
）

　

玉
環
が
娘
子
と
呼
ば
れ
、
妃
同
様
の
待
遇
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
頃
か
ら
、
梅
妃
の
勢
力
が
眼
に
見
え
て
落
ち
て
行
く
の
が
感
じ
ら

れ
た
。
高
力
士
も
玉
環
に
遠
慮
し
て
か
、
次
第
に
梅
妃
に
近
づ
く
の

を
避
け
て
い
る
風
で
あ
っ
た
。（
二
）

　

梅
妃
の
勢
力
が
落
ち
て
行
き
、
楊
玉
環
が
勢
力
を
持
ち
始
め
る
と
、
高

力
士
は
「
梅
妃
に
近
づ
く
の
を
避
け
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
高
力
士
は
世

渡
り
が
上
手
な
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
作
中
で
は
、
高
力
士

の
性
格
を
描
く
、
も
う
一
つ
の
箇
所
が
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

高
力
士
は
、

「
一
つ
だ
け
、
帝
に
お
口
添
え
し
て
戴
き
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
は
静
楽
公
主
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
帝
は
夷
族
に
贈
る
こ
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と
が
惜
し
く
な
ら
れ
、
そ
れ
を
取
り
や
め
さ
せ
よ
う
と
な
さ
っ
て
お

り
ま
す
。
大
唐
帝
国
の
皇
帝
と
し
て
一
度
口
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
中

止
さ
れ
る
こ
と
は
甚
だ
香
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。」（
中
略
）

「
静
楽
公
主
は
独
孤
氏
の
女
、
帝
の
御
外
孫
に
当
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

一
族
は
文
を
よ
く
し
、
梅
妃
さ
ま
と
の
お
つ
き
合
い
が
濃
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
。
―
ま
た
若
し
後
宮
に
お
は
い
り
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
梅
妃
さ
ま
の
お
力
に
こ
そ
な
れ
―
」（
三
）

　

玄
宗
は
静
楽
公
主
、
宜
芳
公
主
を
辺
境
異
民
族
に
嫁
が
せ
る
と
い
う
手

段
で
、
異
民
族
を
お
さ
え
よ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
、
玄
宗
は
静
楽
公
主

の
美
貌
に
惹
か
れ
た
の
で
、
静
楽
公
主
を
宮
中
に
留
め
よ
う
と
し
た
。
高

力
士
は
玄
宗
の
こ
の
行
動
を
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
、
楊
玉
環
に
頼
ん
だ
の

で
あ
る
。
高
力
士
は
静
楽
公
主
が
梅
妃
の
力
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
告

げ
、
楊
玉
環
を
刺
激
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
楊
玉
環
に
よ
っ
て
玄

宗
の
行
動
を
中
止
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
作
中
で
の
高
力
士
の
描
き
方
か
ら
、

高
力
士
が
策
謀
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
人
物
だ
と
分
か
る
。
こ
の
二
つ

の
箇
所
を
井
上
が
創
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
料
の
中
で
記
さ
れ
て
い

な
い
策
略
家
の
一
面
を
持
っ
て
い
た
高
力
士
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し

た
。
こ
う
し
て
高
力
士
も
楊
玉
環
も
互
い
に
一
層
密
接
に
か
か
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
は
、
楊
玉
環
に
と
っ
て
、
高
力
士
が
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
の

か
を
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
。
高
力
士
と
楊
玉
環
に
結
び
つ
く
と
同
時
に
、

楊
玉
環
の
た
め
に
策
略
を
案
じ
た
。
そ
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
描
写
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

「（
前
略
）
妃
さ
ま
が
正
式
に
妃
と
お
な
り
遊
ば
す
と
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
方
々
は
妃
さ
ま
の
御
兄
姉
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
顕
職
に
お
就
き

に
な
り
、
妃
さ
ま
の
一
番
の
お
力
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
御
養
父

玄
璬
さ
ま
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
他
多
く
の
楊
家
御
一
門
の
方
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
御
要
職
に
就
か
れ
て
、
妃
さ
ま
の
周
囲
を
お
固
め
に
な
り

ま
す
。
こ
う
な
れ
ば
妃
さ
ま
の
御
地
位
は
御
安
泰
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

（
二
）

　

高
力
士
は
楊
玉
環
の
地
位
が
安
泰
に
な
る
た
め
に
は
、
楊
家
一
門
が
要

職
に
就
く
べ
き
だ
と
楊
玉
環
に
言
い
は
じ
め
た
。
こ
の
会
話
は
史
料
の
中

で
は
記
さ
れ
ず
、
井
上
の
創
作
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
井
上
は
前
述
し

た
『
新
唐
書
』
の
中
で
記
さ
れ
た
高
力
士
が
玄
宗
の
最
も
信
用
で
き
る
人

で
あ
る
と
い
う
史
実
か
ら
、
想
像
力
を
発
揮
し
、
高
力
士
と
楊
家
一
門
の

関
係
を
創
作
し
た
。
作
中
で
は
、
高
力
士
と
楊
家
一
門
の
関
係
は
次
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
。
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「
昨
夜
、
妃
さ
ま
の
御
一
族
み
な
さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
お
役
柄
に
お
い

て
、
御
昇
進
な
さ
い
ま
し
た
。
近
日
中
に
、
そ
の
御
発
表
が
あ
る
筈

で
ご
ざ
い
ま
す
」（
中
略
）

　

貴
妃
は
改
め
て
見
直
す
よ
う
に
、
高
力
士
の
顔
に
眼
を
注
い
だ
。

こ
の
老
い
た
宦
者
は
、
楊
家
一
門
の
栄
達
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る

機
会
を
も
逃
さ
な
い
と
思
っ
た
。（
五
）

　

こ
の
描
写
は
、
楊
家
一
門
の
昇
進
が
高
力
士
の
多
大
な
力
添
え
な
し
に

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
楊
家
一
門
の

中
で
、
高
力
士
は
楊
釗
に
注
目
し
、
楊
貴
妃
に
楊
釗
を
紹
介
し
た
。
井
上

は
「
楊
貴
妃
伝
」
の
中
で
、
楊
釗
の
こ
と
を
高
力
士
が
評
価
し
た
言
葉
を

創
作
し
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

楊
釗
が
退
っ
て
か
ら
、
貴
妃
は
高
力
士
に
楊
釗
を
ど
の
よ
う
に
思

う
か
と
訊
い
て
み
た
。
す
る
と
老
い
た
宦
者
は
、

「
今
後
妃
さ
ま
の
お
力
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
か
ら
こ
そ
、
お
連
れ
し

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
に
召
し
ま
し
た
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う

か
」

　

と
言
っ
た
。（
中
略
）

「
他
に
誰
か
男
の
方
で
、
ひ
と
り
欲
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

爺
は
楊
釗
さ
ま
に
お
目
に
か
か
っ
た
時
、
こ
れ
で
妃
さ
ま
の
御
地
位

は
御
安
泰
だ
と
思
い
ま
し
た
。」　
（
四
）

　

高
力
士
は
楊
釗
が
楊
貴
妃
の
力
に
な
る
人
物
だ
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

楊
釗
が
「
実
力
を
持
っ
た
高
官
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
高
力
士
は
楊
貴

妃
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
。

「
楊
釗
さ
ま
に
関
す
る
発
表
が
近
く
行
わ
れ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

楊
釗
さ
ま
は
さ
き
頃
度
支
郎
中
に
お
進
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

程
兵
部
侍
郎
兼
御
史
中
丞
に
お
昇
り
遊
ば
し
ま
す
。
妃
さ
ま
の
一
族

か
ら
初
め
て
、
実
力
を
持
っ
た
高
官
が
お
出
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
」

　

高
力
士
は
言
っ
た
。（
五
）

　

作
中
で
は
、
高
力
士
は
玄
宗
に
楊
釗
の
こ
と
を
薦
め
る
箇
所
は
描
か
れ

て
い
な
い
が
、
楊
釗
に
は
高
官
が
与
え
ら
れ
た
。「
こ
う
し
た
こ
と
の
陰
に

高
力
士
が
居
る
」
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
典
拠
に
は
見
ら

れ
な
い
井
上
の
創
作
で
あ
り
、
高
力
士
が
黒
幕
の
策
略
家
で
あ
る
姿
が
強

調
さ
れ
た
。
楊
家
一
門
の
者
に
重
い
官
職
が
与
え
ら
れ
た
の
は
高
力
士
の

助
力
な
く
て
は
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
井
上
は
よ
り
詳
し
く
描
い
た
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の
で
あ
る
。

　

楊
釗
は
後
に
楊
国
忠
と
改
名
し
、
宰
相
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

楊
貴
妃
の
地
位
も
安
泰
に
な
っ
た
。
楊
貴
妃
は
、
高
力
士
は
自
分
の
味
方

だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
何
ら
か
の
不
安
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
高
力
士

に
相
談
し
た
。
作
中
で
は
、
楊
貴
妃
が
自
分
の
不
安
を
高
力
士
に
相
談
す

る
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

「
人
に
は
寿
命
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
陛
下
も
亦
寿
命
を
持
た

れ
て
お
り
ま
す
」

　

す
る
と
、
相
手
は
暫
く
黙
っ
て
い
た
が
、

「
妃
さ
ま
が
楊
国
忠
、
安
禄
山
の
お
二
人
を
確
り
と
お
握
り
に
な
っ
て

お
ら
れ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
妃
さ
ま
の
お
立
場
は

永
遠
に
御
安
泰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
二
人
に
お
目
を
お
か
け
に
な
っ

て
行
く
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
六
）

　

楊
貴
妃
は
玄
宗
の
死
後
の
自
分
と
い
う
も
の
を
考
え
た
。
す
る
と
、
玄

宗
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
後
が
心
配
に
な
り
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
す
べ
て

が
太
子
の
手
に
移
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
。
だ
が
、
高
力
士
は
「
妃
さ
ま
が

楊
国
忠
、
安
禄
山
の
お
二
人
を
確
り
と
お
握
り
に
な
っ
て
お
ら
れ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
妃
さ
ま
の
お
立
場
は
永
遠
に
御
安
泰
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
、
楊
貴
妃
を
安
心
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
楊
貴
妃
は
高
力
士

の
こ
と
を
、
い
つ
か
味
方
だ
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

後
に
、
楊
国
忠
が
安
禄
山
に
対
し
て
叛
意
が
あ
る
こ
と
を
玄
宗
に
言
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
力
士
は
楊
貴
妃
に
次
の
よ
う
に
意
見
し
た
。

高
力
士
は
顔
を
貴
妃
の
方
に
近
づ
け
、
声
を
低
く
し
て
、

「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
て
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ぬ
。
妃
さ
ま
は
安

禄
山
を
ど
こ
ま
で
も
お
か
ば
い
に
な
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
安
禄
山
を
お
離
し
に
な
っ
て
は
い
け
ま

せ
ぬ
。
安
禄
山
は
帝
と
妃
さ
ま
に
は
常
に
お
味
方
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ぬ
。
お
離
し
に
な
っ
た
ら
大
変
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
離
し
に
な

っ
た
ら
、
―
太
子
と
」（
六
）

　

高
力
士
は
安
禄
山
が
楊
貴
妃
の
味
方
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
楊
貴
妃

も
高
力
士
の
諫
言
を
受
け
て
、
安
禄
山
を
か
ば
っ
た
。
楊
貴
妃
に
と
っ
て
、

高
力
士
は
相
談
役
で
あ
っ
た
。
楊
家
一
門
の
昇
進
お
よ
び
安
禄
山
の
地
位

を
確
固
た
る
も
の
に
す
べ
く
、
高
力
士
は
楊
貴
妃
の
裏
で
画
策
し
た
。
井

上
は
高
力
士
と
楊
貴
妃
の
関
係
を
作
品
中
で
見
事
に
描
き
出
し
、
高
力
士

に
楊
貴
妃
の
黒
幕
と
し
て
の
役
を
演
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
井
上
の
こ
の

創
造
力
に
よ
っ
て
、
自
身
の
安
寧
を
保
つ
た
め
に
高
力
士
に
依
存
し
、
政
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治
的
権
力
を
す
べ
て
高
力
士
に
委
ね
て
い
っ
た
楊
貴
妃
の
姿
が
浮
か
び
上

が
る
。

　

安
禄
山
が
反
乱
を
起
こ
し
た
あ
と
、
将
士
た
ち
は
そ
の
罪
を
楊
貴
妃
に

か
ぶ
せ
た
。
高
力
士
は
こ
の
こ
と
を
、
玄
宗
に
諫
言
し
た
。
そ
の
箇
所
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

高
力
士
は
や
が
て
、
そ
の
顔
を
少
し
く
仰
向
け
る
と
、
誰
も
が
こ

れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
奇
妙
な
声
を
口
か
ら
出
し
た
。

泣
き
声
と
も
、
笑
い
声
と
も
判
ら
な
か
っ
た
。
一
語
一
語
長
く
引
い

た
唄
う
よ
う
な
調
子
だ
っ
た
が
、
や
は
り
そ
れ
は
一
つ
一
つ
意
味
を

持
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

「
貴
妃
さ
ま
に
は
、
ま
こ
と
に
罪
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
罪
が
あ
る
な
ど

と
誰
が
申
し
ま
し
ょ
う
。
併
し
、
将
士
は
既
に
楊
宰
相
を
殺
し
ま
し

た
。
貴
妃
さ
ま
が
な
お
お
傍
に
あ
る
な
ら
、
陛
下
御
自
身
、
御
安
泰

で
は
な
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
陛
下
、
と
く
と
お
考
え
下
さ
い

ま
せ
。
い
ま
為
す
べ
き
こ
と
は
将
士
の
心
を
鎮
め
る
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
将
士
安
ら
か
な
れ
ば
、
即
ち
国
も
安
ら
か
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」

（
七
）

　

国
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
老
い
た
宦
官
・
高
力
士
は
「
一
語
一
語

長
く
引
い
た
唄
う
よ
う
な
調
子
だ
っ
た
が
、
や
は
り
そ
れ
は
一
つ
一
つ
意

味
を
持
っ
た
言
葉
」
で
、
国
の
安
定
の
た
め
、
楊
貴
妃
を
殺
す
と
い
う
諫

言
を
玄
宗
に
言
い
出
し
た
。
井
上
は
こ
の
高
力
士
の
諫
言
を
創
作
し
、
高

力
士
が
玄
宗
を
守
り
、
国
を
守
る
姿
を
描
き
出
し
た
。
高
力
士
は
楊
貴
妃

に
近
づ
き
、
彼
女
を
信
頼
さ
せ
て
い
く
が
、
結
局
は
、
楊
貴
妃
は
、
高
力

士
に
と
っ
て
は
当
然
な
が
ら
皇
帝
よ
り
重
要
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
楊

貴
妃
は
高
力
士
に
思
い
通
り
に
動
か
さ
れ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

楊
貴
妃
が
最
後
に
、
高
力
士
と
対
話
し
た
場
面
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

高
力
士
は
そ
れ
を
承
る
と
す
ぐ
、
楊
貴
妃
の
居
る
館
の
奥
へ
は
い

っ
て
行
っ
た
。
貴
妃
は
薄
暗
い
部
屋
の
窓
際
に
椅
子
を
置
い
て
、
そ

れ
に
腰
か
け
て
い
た
。

「
御
最
期
の
時
が
参
り
ま
し
た
」

　

高
力
士
が
言
う
と
、
一
瞬
、
貴
妃
は
顔
色
を
変
え
た
が
、

「
楊
家
一
門
の
者
が
陳
玄
礼
に
依
っ
て
誅
せ
ら
れ
た
こ
と
を
い
ま
聞
き

ま
し
た
。
陳
玄
礼
は
清
廉
を
以
て
聞
え
た
武
人
、
日
頃
陛
下
を
お
諫

め
し
て
誤
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
よ
り
も
貴
妃
が
よ
く
知
っ

て
お
り
ま
す
」

　

貴
妃
は
言
っ
た
。
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「
妃
さ
ま
に
罪
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」

　

高
力
士
が
言
う
と
、

「
陛
下
の
御
国
を
こ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
の
は
楊
宰
相
で
す
。
楊
宰
相

は
、
わ
た
し
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
の
よ
う
に
振
舞
え
た
の
で
す
。
ど

う
し
て
、
妃
た
る
わ
た
し
に
罪
が
な
い
と
言
え
ま
し
ょ
う
」

　

貴
妃
は
椅
子
か
ら
立
ち
上
っ
た
。（
中
略
）
高
力
士
は
小
さ
い
仏
堂

の
あ
る
中
庭
へ
出
た
。
高
力
士
の
手
に
は
貴
妃
の
咽
喉
に
か
け
る
た

め
の
布
片
が
握
ら
れ
て
い
た
。（
七
）

　

楊
貴
妃
が
宮
廷
に
入
っ
て
か
ら
、
楊
貴
妃
の
生
活
の
安
定
お
よ
び
楊
家

一
門
の
昇
進
は
終
始
高
力
士
の
多
大
な
助
力
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
楊
貴
妃
は
、
自
分
の
味
方
と
認
め
た
高
力
士
の
手
に
よ
っ
て
、
生
涯

を
終
え
た
の
で
あ
る
。
高
力
士
と
い
う
人
物
を
信
じ
す
ぎ
た
た
め
に
、
死

に
至
っ
た
楊
貴
妃
と
い
う
女
性
の
悲
惨
な
姿
で
、
こ
の
物
語
は
終
わ
る
。

宦
官
高
力
士
の
策
略
に
振
り
回
さ
れ
、
権
力
な
ど
持
と
う
と
も
思
わ
な
か

っ
た
楊
貴
妃
は
政
治
の
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
悲
惨

な
女
性
の
姿
を
描
き
尽
く
す
こ
と
が
、「
楊
貴
妃
伝
」
と
い
う
作
品
の
重
要

な
主
題
で
あ
っ
た
。
井
上
は
、
楊
貴
妃
が
高
力
士
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
た

だ
一
つ
の
真
実
だ
け
を
頼
り
に
、
何
故
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
そ
の
過

程
を
歴
史
小
説
ら
し
く
見
事
に
創
作
し
た
の
で
あ
る
。
井
上
の
創
作
部
分

は
、
よ
り
楊
貴
妃
と
い
う
女
性
の
悲
劇
性
を
強
調
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

結
び

　

高
力
士
は
中
国
の
歴
史
の
中
で
有
名
な
宦
官
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
楊

貴
妃
伝
」
で
の
、
宦
官
・
高
力
士
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
中
国
の

史
料
『
旧
唐
書
』、『
新
唐
書
』、『
資
治
通
鑑
』
及
び
伝
記
小
説
「
高
力
士

伝
」
の
中
で
、
高
力
士
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
箇
所
が
あ
っ
た
。「
楊
貴
妃

伝
」
で
は
、
井
上
は
主
に
中
国
の
史
料
『
新
唐
書
』
を
参
考
に
し
、「
力

士
・
上
直
す
れ
ば
、
吾
寝
ぬ
る
こ
と
則
ち
安
し
」
と
い
う
玄
宗
が
信
じ
た

忠
臣
と
し
て
の
高
力
士
の
姿
を
忠
実
に
描
き
出
し
た
。

　

他
方
、
井
上
は
『
新
唐
書
』
な
ど
の
中
国
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い

楊
貴
妃
と
高
力
士
の
関
係
に
つ
い
て
は
創
作
し
た
。
豊
か
な
想
像
力
を
発

揮
し
て
、
高
力
士
と
は
ど
ん
な
人
物
か
を
描
き
出
し
た
。
高
力
士
と
は
楊

貴
妃
を
安
心
さ
せ
る
人
物
で
あ
り
、
楊
家
一
門
の
昇
進
に
助
力
を
与
え
る

人
物
と
し
て
創
作
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
楊
貴
妃
に
と
っ
て
の
高

力
士
は
、
相
談
役
お
よ
び
策
略
の
黒
幕
と
い
う
役
割
を
担
う
人
物
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
楊
貴
妃
は
自
分
の
地
位
の
安
泰
を
願
っ
て
高
力
士
を
頼
り
、

い
わ
れ
る
が
ま
ま
に
従
っ
た
。
し
か
し
高
力
士
の
優
先
順
位
は
、
国
お
よ

び
玄
宗
だ
っ
た
。
だ
か
ら
楊
貴
妃
は
信
頼
し
て
い
た
高
力
士
に
殺
さ
れ
た
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の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
楊
貴
妃
の
悲
し
い
運
命
は
作
品
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
楊
貴
妃
が
高
力
士
と
い
う
人
間
の
策
略
の
犠
牲
と
な
っ
た
過

程
が
、
井
上
独
自
の
創
作
箇
所
に
よ
っ
て
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
。
井
上

靖
は
、
豊
か
な
想
像
力
を
駆
使
し
て
加
筆
し
、
絶
世
の
美
女
と
歌
わ
れ
た

楊
貴
妃
の
悲
劇
的
な
運
命
を
、
高
力
士
と
い
う
有
能
か
つ
錯
視
の
宦
官
と

の
関
係
で
、
見
事
に
描
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

〔
参
考
文
献
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